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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、環境化学における物質循環の指標として有効な軽元素の安定同位体組成について、一分子

種中に多数存在する同位体置換分子種（アイソトポログ）の計測法を確立し、地質、生物、人為の３つ

のプロセスを統一的に評価することを目標としている。 

 現 段 階 で は 計 画 ど お り に 順 調 に 研 究 成 果 を 上 げ て お り 、 ３ つ の 同 位 体 置 換 要 素

（MIF,PSIA,Clumped）のそれぞれの計測法開発と国際標準化の研究が着実に進行している。また、

各プロセスのアイソトポログ診断においても、個々に重要な知見を得る可能性を示す研究成果を得て

いる。これらの成果は多数の論文、学会発表で公表されている。 

 開発した計測法により、地球表層環境の新しい診断法として、整理された形での最終的な研究成果を

期待する。 


